
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】通常走行時は、ガードレールの視線安全確認プ

レートとして機能し、接触事故発生時においては、ガー

ドレールのビーム接合部の段差の隙間を形状と材質によ

って埋める機能を持つガードレール用保護部材の提供を

図る。

【解決手段】ガードレールに貼り付けられる保護部材で

あって、塑性変形材料または弾性素材からなり、ガード

レールの段差部分に貼り付けられることによって、その

段差を埋めるために機能し、また、該ガードレール用保

護部材1の表面に接着層5・反射加工・エンボス加工を施

した構成や、縁周部の一辺にテーパ部2を設けた構成と

することもできる。また、該ガードレール用保護部材1

を、ガードレールに用いられるリベットの首下外周分を

取り除いて略ドーナツ形状に成形することにより得られ

るガードレール用保護シールとすることもできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ー ド レ ー ル に 貼 り 付 け ら れ る 保 護 部 材 で あ っ て 、 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 素 材 か ら な
り 、 ガ ー ド レ ー ル の 段 差 部 分 に 貼 り 付 け ら れ る こ と に よ っ て 、 そ の 段 差 を 埋 め る た め に 機
能 す る こ と を 特 徴 と す る ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 裏 面 に 、 接 着 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 表 面 に 、 反 射 加 工 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 表 面 に 、 エ ン ボ ス 加 工 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 に お け る 縁 周 部 の 一 辺 に 、 テ ー パ 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 を 、 所 定 の 幅 を 有 す
る 細 長 い 直 線 状 の テ ー プ 材 に 成 形 す る と と も に 、 該 テ ー プ 材 を 芯 材 に 巻 き つ け る こ と に よ
り 得 ら れ る ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 テ ー プ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 を 、 ガ ー ド レ ー ル に 用
い ら れ る リ ベ ッ ト の 首 下 外 周 分 を 取 り 除 い て 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 成 形 す る こ と に よ り 得 ら れ
る ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 シ ー ル 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ー ド レ ー ル の 重 な り 合 う 接 合 部 に 取 り 付 け ら れ る 保 護 部 材 で あ っ て 、 詳 し
く は 、 通 常 走 行 時 に ガ ー ド レ ー ル の 視 線 安 全 確 認 プ レ ー ト と し て 機 能 し 、 接 触 事 故 発 生 時
に お い て は 、 ガ ー ド レ ー ル の ビ ー ム 接 合 部 の 段 差 の 隙 間 を 形 状 と 材 質 に よ っ て 埋 め る 機 能
を 併 せ 持 つ ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ ０ ０ ５ 年 ５ 月 に 通 学 中 の 生 徒 が ガ ー ド レ ー ル に 挟 ま っ た 鋭 利 な 金 属 片 で 負 傷 し た 事 故
を 発 端 と し て 、 国 土 交 通 省 が 全 国 各 地 の ガ ー ド レ ー ル を 点 検 し た と こ ろ 、 １ ７ ０ ０ 箇 所 以
上 に お よ ぶ 個 所 か ら ガ ー ド レ ー ル に 挟 ま っ た 金 属 片 が 発 見 さ れ た が 、 未 だ 原 因 が 究 明 さ れ
て お ら ず 、 警 察 庁 の 見 解 で は 、 ガ ー ド レ ー ル に 接 触 し た 車 体 の 一 部 が 剥 が れ ガ ー ド レ ー ル
の 継 ぎ 目 の 隙 間 に 挟 ま っ た も の が 一 因 と し て 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 よ り 、 ガ ー ド レ ー ル の 存 在 を 認 識 さ せ る 道 路 ガ ー ド レ ー ル 用 光 反 射 体 （ 特 開 平 ９ －
３ ２ ８ ７ ２ ８ 号 ） 、 ガ ー ド レ ー ル の 衝 突 事 故 に よ る 衝 撃 を 緩 和 す る 道 路 標 示 ク ッ シ ョ ン カ
バ ー （ 特 開 平 １ １ － ３ ０ ３ ０ ３ ７ 号 ） ま た は 、 ガ ー ド レ ー ル の 重 な り 合 う ビ ー ム の 隙 間 を
な く す ガ ー ド レ ー ル （ 実 用 新 案 公 開 平 ７ － ２ ５ ０ ２ ２ 号 ） が 事 故 発 生 以 前 に 提 案 さ れ て い
る 。 し か し 、 そ れ ら の 提 案 を 総 合 し て も 前 述 の ガ ー ド レ ー ル の 事 故 発 生 の 原 因 を 解 決 す る
こ と は で き な い も の で あ る 。 　
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ３ ２ ８ ７ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ３ ０ ３ ０ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 用 新 案 公 開 平 ７ － ２ ５ ０ ２ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 通 常 走 行 時 は 、 ガ ー ド レ ー ル の 視 線 安 全 確 認 プ レ ー ト と
し て 機 能 し 、 接 触 事 故 発 生 時 に お い て は 、 ガ ー ド レ ー ル の ビ ー ム 接 合 部 の 段 差 の 隙 間 を 形
状 と 材 質 に よ っ て 埋 め る 機 能 を 持 つ ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 ト の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 等 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 ガ ー ド レ ー ル に 貼 り 付 け ら れ る 保 護 部 材 で あ っ
て 、 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 素 材 か ら な り 、 ガ ー ド レ ー ル の 段 差 部 分 に 貼 り 付 け ら れ る こ
と に よ っ て 、 そ の 段 差 を 埋 め る た め に 機 能 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 裏 面 に 、 接 着 層 を 設 け た 構 成 を 採 る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 表 面 に 、 反 射 加 工 を 施 し た 構 成 を 採
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 の 表 面 に 、 エ ン ボ ス 加 工 を 施 し た
構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 に お け る 縁 周 部 の 一 辺 に 、 テ ー パ
部 を 設 け た 構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 い ず れ か に 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 を 、 所 定 の 幅 を
有 す る 細 長 い 直 線 状 の テ ー プ 材 に 成 形 す る と と も に 、 該 テ ー プ 材 を 芯 材 に 巻 き つ け る こ と
に よ り 得 ら れ る ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 テ ー プ と す る 構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た さ ら に 、 前 記 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 を 、 ガ ー ド レ ー ル に 用 い ら れ る ボ ル ト
の 首 下 外 周 分 を 取 り 除 い て 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 成 形 す る こ と に よ り 得 ら れ る ガ ー ド レ ー ル 用
保 護 シ ー ル と す る 構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に よ れ ば 、 通 常 走 行 時 は 、 ガ ー ド レ ー ル の 視 線 安
全 確 認 プ レ ー ト と し て 機 能 し 、 接 触 事 故 発 生 時 に お い て は 、 ガ ー ド レ ー ル の ビ ー ム 接 合 部
の 段 差 の 隙 間 を 形 状 と 材 質 に よ っ て 埋 め る 機 能 を 併 せ 持 つ と い う 有 利 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に よ れ ば 、 蛍 光 塗 料 の 塗 布 、 あ る い は 電 気
点 滅 式 や 角 度 付 発 光 反 射 体 を 取 り 付 け た 構 成 を 採 る こ と が で き る た め 、 従 来 に 増 し て 、 ガ
ー ド レ ー ル の 認 識 が 高 ま り 安 全 走 行 を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に よ れ ば 、 ゴ ム ま た は 合 成 樹 脂 製 等 の 塑
性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 で 成 形 さ れ る 構 成 を 採 る こ と が で き る た め 、 接 触 事 故 発 生 時 に
お い て ガ ー ド レ ー ル 接 合 部 の 段 差 の 隙 間 を 容 易 に 埋 め る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 事 故
後 か ら ガ ー ド レ ー ル 補 修 ま で の 間 に 、 接 触 事 故 に 起 因 し た 変 形 隙 間 等 に 指 や 被 服 を 挟 ん で
し ま う と い う 事 故 も 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 点 で 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た さ ら に 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に よ れ ば 、 表 面 に エ ン ボ ス 加 工 を 施
す 態 様 と す る こ と も 可 能 で あ り 、 か か る 態 様 を 採 用 し た 場 合 に は 、 自 動 車 等 が 接 触 し た 際
の 摩 擦 抵 抗 を 更 に 軽 減 で き 、 車 輌 及 び ガ ー ド レ ー ル の い ず れ に つ い て も 損 傷 を 小 さ く で き
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る と い う 有 利 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に お い て 、 テ ー プ 状 の 塑 性 変 形 材 料 ま た
は 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ る 構 成 を 採 る こ と に よ っ て 、 既 存 の ガ ー ド レ ー ル の 形 状 に 合 わ せ て
容 易 に 取 り 付 け が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た そ し て 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に お い て 、 大 き さ や 硬 さ の 異 な る 塑
性 変 形 材 料 片 ま た は 弾 性 材 料 片 で 成 型 さ れ る 構 成 を 採 る こ と が で き る た め 、 ガ ー ド レ ー ル
に 接 触 し た 車 体 の 一 部 が 平 滑 的 に ガ ー ド レ ー ル の 継 ぎ 目 の 隙 間 に 挟 ま る こ と を 阻 止 す る も
の で 、 結 果 的 に 鋭 利 な 金 属 片 で 負 傷 す る 事 故 を 防 止 で き る と い う 効 果 も 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 に お い て 、 少 な く と も ガ ー ド レ ー ル
の 厚 み よ り も 厚 い リ ン グ 状 の 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ る 構 成 を 採 る こ と に
よ っ て 、 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト 頭 の 段 差 に 対 し て も 、 ガ ー ド レ ー ル に 接 触 し た 車 体 に 受 け
る 衝 撃 を 緩 和 す る も の で あ り 、 さ ら に ボ ル ト と ガ ー ド レ ー ル の 取 り 付 け 孔 部 を 全 面 的 に 覆
っ て 取 り 付 け ら れ る た め 、 ボ ル ト 孔 の 断 面 か ら か ら 発 生 し 易 い 錆 の 防 止 に も 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た そ し て 、 リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 内 径 孔 を ボ ル ト の 頭 の 外 径 よ り や や 大
き く す る こ と に よ り 、 既 存 の ガ ー ド レ ー ル の 取 り 付 け ボ ル ト を 取 り 外 す こ と な く 容 易 に 取
り 付 け る こ と が 可 能 な 点 で 有 益 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 は 、 ガ ー ド レ ー ル の 重 な り 合 う 接 合 部 に 取 り 付 け
ら れ る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ で あ っ て 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ は 、 ガ ー ド レ ー ル
Ｇ と 同 一 の 厚 さ を 有 し た 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 か ら 成 り 、 表 面 に は 反 射 塗 料 で 表 面
加 工 等 を 施 し 、 裏 面 に は 接 着 層 ５ を 有 し て 成 り 、 該 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 縁 周 部 の 一 辺 に
テ ー パ 部 ２ を 設 け た こ と 最 大 の 特 徴 と す る 。 以 下 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材
の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 第 一 の 実 施 形 態 の 全 体 を 示 し て お り
、 図 １ （ ａ ） は 、 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 全 体 仕 様 を 示 す 斜 視 図 、 図 １ （ ｂ ） は 、 ガ ー
ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 該 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ は 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Bと 同 一 の 厚 さ ３ を 有 す る こ と
に よ っ て 接 触 時 の プ レ ー ト の 剥 が れ を 軽 減 さ せ て い る 。 素 材 と し て は 形 成 ゴ ム や 合 成 樹 脂
な ど の 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 を 使 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。 か か る 素 材 を 用 い る こ
と に よ り 、 接 触 事 故 発 生 時 に 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Bの 継 ぎ 目 ８ の 隙 間 ９ に ガ ー ド レ
ー ル 保 護 部 材 １ が 充 填 的 に 挟 ま る こ と よ り 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ に 接 触 し た 車 体 Ｃ の 一 部 が 挟
ま れ る こ と を 防 止 す る 構 造 で あ る 。 ま た 、 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 一 辺 に テ ー パ 部 ２ を
設 け る 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 段 差 部 分 を 均 し て 衝 撃 を 逃 が す 構 成 と す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 裏 面 に は 接 着 層 ５ を 有 し 、 簡 単 に 既 存 の ガ ー ド レ
ー ル Ｇ に 取 り 付 け 可 能 と す る 構 造 を 採 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 １ を 、 所 定 の 幅 を 有 す る 細 長 い 直 線 状 の テ ー プ 材
に 成 形 す る と と も に 、 該 テ ー プ 材 を 芯 材 に 巻 き つ け る こ と に よ り 得 ら れ る ガ ー ド レ ー ル 用
保 護 テ ー プ と す る 構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た さ ら に 、 該 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 表 面 ４ に エ ン ボ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 接
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触 事 故 の 際 の 車 体 Ｃ と の 接 触 抵 抗 を 軽 減 し 、 車 体 Ｃ の 損 傷 を 軽 減 す る こ と も で き る 。 さ ら
に ま た 、 表 面 ４ に 蛍 光 塗 料 な ど の 反 射 塗 料 で 表 面 加 工 を 施 し た り 、 電 気 点 滅 装 置 や 発 光 反
射 体 を 取 り 付 け た 構 成 を 採 る こ と も 有 効 で あ る 。 か か る 構 成 を 採 用 す る 場 合 は 、 夜 間 に お
け る 安 全 走 行 運 転 を 促 す 効 果 も 奏 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に ま た 、 該 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 素 材 を 、 大 き さ や 硬 さ の 異 な る 塑 性 変 形 材 料
片 ま た は 弾 性 材 料 片 で 成 型 さ れ る 構 成 を 採 る こ と も 可 能 で あ る 。 か か る 構 成 を 採 用 し た 場
合 は 、 ガ ー ド レ ー ル に 接 触 し た 車 体 の 一 部 が 平 滑 的 に ガ ー ド レ ー ル の 継 ぎ 目 ８ の 隙 間 ９ に
挟 ま る こ と を 阻 止 す る も の で 、 結 果 的 に 鋭 利 な 金 属 片 で 負 傷 す る 事 故 を 防 止 で き る と い う
効 果 も 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 第 二 の 実 施 形 態 の 全 体 を 示 し て お り
、 図 ２ （ ａ ） は 、 前 記 記 載 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 部 材 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 該 ガ
ー ド レ ー ル 用 保 護 シ ー ル ７ の 断 面 図 で あ る 。 ガ ー ド レ ー ル Ｇ に 用 い ら れ る ボ ル ト ６ の 頭 部
分 外 周 分 を 取 り 除 い て 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 成 形 す る こ と に よ り 得 ら れ る ガ ー ド レ ー ル 用 保 護
シ ー ル ７ と す る 構 成 を 採 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 、 ボ ル ト 仕 様 対 応 の ガ ー ド レ ー ル 保 護 シ ー ル ７ は 、 少 な く と も ボ ル ト ６ の 頭 の 高 さ
よ り や や 厚 い リ ン グ 状 の 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ る 構 成 を 採 っ て い る 。 こ
れ に よ っ て 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ と の 衝 撃 緩 衝 材 の 役 割 を 果 た し 、 さ ら に ボ ル ト 孔 を 完 全 に 覆
う 形 で 取 り 付 け ら れ る こ と か ら 、 ボ ル ト 孔 か ら 発 生 し や す い 錆 び 対 策 に 効 果 を 奏 す る 構 造
を 採 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 保 護 シ ー ル ７ の 内 径 孔 を ボ ル ト ６ の 頭 の 外 径 よ り や や 大
き く す る こ と に よ り 、 既 存 の ガ ー ド レ ー ル Ｇ の 取 り 付 け ボ ル ト ６ を 取 り 外 す こ と な く 取 り
付 け る こ と が で き る 構 造 を 採 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 シ ー ル ７ は 、 ゴ ム ま た は 合 成 樹 脂 製 の 塑 性 変 形
材 料 ま た は 弾 性 材 料 を 用 い る こ と に よ り 、 既 存 の ガ ー ド レ ー ル Ｇ の 形 状 に 沿 っ て 容 易 に 取
り 付 け が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に ま た 、 リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 用 保 護 シ ー ル ７ の 表 面 に は 、 前 記 同 様 に 蛍 光 塗 料
な ど の 反 射 塗 料 で 表 面 加 工 ４ を 施 し 、 ま た 、 裏 面 に 接 着 層 ５ を 設 け る 構 成 も 採 用 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の 実 施 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ３
（ ａ ） は 、 保 護 部 材 １ の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 保 護 部 材 １ の 実 施 形 態 を
示 す 平 面 図 で あ る 。 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ は 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Ｂ が 重 な り 合 う
接 合 部 の 表 側 段 差 部 分 端 部 に 車 の 進 行 方 向 に 対 し て ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ の テ ー パ 部 ２
が 前 面 に 取 り 付 け ら れ る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ （ ａ ） は 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ に 接 触 し た 車 体 Ｃ の 一 部 が ガ ー ド レ ー ル Ｇ の 継 ぎ 目 ８ の
隙 間 ９ に 挟 ま る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 該 状 態 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。 ガ
ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Ｂ の 一 部 が 接 触 し て 変 形 す る こ と に よ り 、 重 ね 合 わ さ れ る ガ ー ド レ
ー ル Ｇ の ビ ー ム Ｂ の 隙 間 ９ が で き 、 そ の 隙 間 ９ と 表 側 段 差 部 分 に 車 両 Ｃ の 一 部 が 食 い 込 み
鋭 利 な 三 角 状 の 金 属 片 Ｋ が 残 る 現 象 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ が 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ に 接 触 し た 時 、 ガ
ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Ｂ の 継 ぎ 目 ８ の 隙 間 ９ に 埋 ま る 状 態 を 示 す 詳 細 説 明 図 で あ り 、 図 ５
（ ａ ） は 、 正 常 な 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 衝 突 後 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 衝 突 が 起 き た 場 合 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ の ビ ー ム Ｂ の 継 ぎ 目 ８ の
表 側 段 差 部 分 に 設 け ら れ る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 １ が 、 接 触 事 故 発 生 に よ っ て 、 ビ ー ム Ｂ
の 一 部 が 変 形 し 、 隙 間 ９ に 変 形 し た 状 態 で 食 い 込 ん で 、 車 両 Ｃ の 一 部 の 食 い 込 み を 阻 止 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ （ ａ ） 及 び 図 ６ （ ｂ ） は 、 本 発 明 に か か る リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 保 護 シ ー ル ７ で
、 少 な く と も ガ ー ド レ ー ル の 厚 み よ り も 厚 い リ ン グ 状 の 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料 で 形
成 さ れ 、 さ ら に 周 縁 部 を テ ー パ 部 ２ と す る 構 成 を 採 る こ と に よ っ て 、 取 り 付 け ら れ る ボ ル
ト ６ の 隙 間 ９ に 対 し て も 、 ガ ー ド レ ー ル Ｇ に 接 触 し た 車 体 Ｃ の 一 部 が 挟 ま れ る こ と を 防 止
で き る 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ （ ａ ） 及 び 図 ７ （ ｂ ） は 、 本 発 明 に か か る リ ン グ 状 の ガ ー ド レ ー ル 保 護 シ ー ル ７ で
、 少 な く と も ガ ー ド レ ー ル Ｇ の 厚 み ３ よ り も 厚 い リ ン グ 状 の 塑 性 変 形 材 料 ま た は 弾 性 材 料
で 形 成 さ れ る 構 成 を 採 る こ と に よ っ て 、 取 り 付 け ら れ る ボ ル ト ６ の 隙 間 ９ に 対 し て も 、 ガ
ー ド レ ー ル Ｇ に 接 触 し た 車 体 Ｃ の 一 部 が 挟 ま れ る こ と を 防 止 で き る 防 止 で き る 構 造 を 示 し
て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 実 施 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 事 故 状 況 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 効 果 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 実 施 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る
【 図 ７ 】 本 発 明 に か か る ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 １ 　 　 ガ ー ド レ ー ル 保 護 部 材
　 　 ２ 　 　 テ ー パ 部
　 　 ３ 　 　 厚 み
　 　 ４ 　 　 表 面 加 工
　 　 ５ 　 　 接 着 層
　 　 ６ 　 　 ボ ル ト
　 　 ７ 　 　 ガ ー ド レ ー ル 保 護 シ ー ル
　 　 ８ 　 　 継 ぎ 目
　 　 ９ 　 　 隙 間
　 Ｇ 　 　 ガ ー ド レ ー ル
　 B　 　 ビ ー ム
　 K　 　 金 属 片
　 Ｃ 　 　 車 両
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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